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１． はじめに 

流域全体を対象とする場合など、広域で河川を基軸

とした生態系ネットワークの保全、改善手法を検討し

ていくうえでは、生物の生息環境ポテンシャルの地理

的分布を把握し、高いポテンシャルがあり保全してい

くべき箇所や、改善効果が期待できる箇所を整理する

ことが必要となる。 

本研究では、鳥類（コウノトリ、マガン）を対象に

生息環境ポテンシャルを定量化し、地図上で分布を表

現することを試みた。本稿ではその概要を示す。 

 

２． 河川環境を利用する鳥類の生息環境ポテン

シャルの定量的な評価検討 

２－１ 分析対象種の設定 

河川を基軸とした生態系ネットワーク形成に取り組

んでいる流域、地域を対象として、設定している目標

種（指標種）についてアンケート調査を行った。目標

種（指標種）を設定している 9つの流域、地域につい

て、その内訳をみると、目標種（指標種）は鳥類、魚

類のいずれかであり、そのうち 8つの流域、地域で鳥

類が設定されていた。設定されている鳥類はすべて中

型、大型の水鳥で、中でもコウノトリは、7つの流域、

地域で目標種（指標種）とされており最も多かった。

上位種であるコウノトリは、餌資源の豊富な生態系を

指標すること、国の特別天然記念物でもあり象徴性が

高いことなどが背景にあると考えられた。 

また、目標種（指標種）とされている水鳥は、生態

学的な指標から、広範囲あるいは複数の環境間を移動

する移動性を持つガン類、カモ類、移動性に加えて生

態系ピラッドの上位に位置する上位性のあるコウノト

リ、トキ、ツル類との二つに大別できた。 

本研究では、移動性の観点からマガン（斐伊川）、上

位性の観点からコウノトリ（円山川）を分析対象とし、

GIS を用いて生息環境ポテンシャルの定量化、地図化

を試行した。 

２－２ 距離標を基点としたマガンの生息ポテン

シャルの評価 

（１）分析手法 

マガンの依存環境として、採食場（水田、湿地）、ね

ぐら（開放水面）を設定した。水田、河道外の湿地は、

自然環境保全基礎調査植生図（環境省）、河道内の湿地、

開放水面は、河川環境基図（国土交通省）の GIS デー

タから、それぞれ該当する植生を抽出した。さらに既

往の調査報告１)からマガンが人為的な影響を受ける距

離を 130m として、人工構造物から 130m のバッファを

設定し、上述の依存環境からこれを除いた範囲を生息

適地とした。 

既往の研究成果２)からマガンの行動圏を 10km とし、

距離標を基点とした半径 10km の円内の生息適地とな

る採餌場、ねぐらの面積を距離標に対応する円ごとに

算出した。また、近隣で依存環境の密度が高い箇所を

抽出するため半径を 2km にした円内の採餌場、開放水

面の面積についても算出した。 

各円内の生息適地となる採餌環境とねぐらに対して、

それぞれの面積の大きさに基づき階級分けした評価値

を与え、下記の式で生息環境ポテンシャルを算出した。 

 

生息環境ポテンシャル  

＝ (採餌環境の評価値)1/2× (営巣環境の評価値)1/2 

 

また、生息環境ポテンシャルをレベル分けし、地図

上に示した。 

（２）結果と考察 

既往のマガン生息箇所の調査結果と比較して検証し

た結果、マガンが多く確認されている、斐伊川の宍道

湖への流入部では、生息環境ポテンシャルについても
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高い評価値が得られた。しかし、同様にマガンの確認

数の多い斐伊川下流では、生息環境のポテンシャルは

高い値が得られず、不整合が生じた。この原因として

は、ねぐらとなる河川の開放水面の過小評価が考えら

れた。今回の評価では、円内の開放水面が大きいほど

高い評価を与えたため宍道湖や中海の評価値が高くな

ったが、マガンのねぐらとしての機能は、周辺に植生

などの遮蔽物があることや、一定規模以上の開放水面

があれば大きく変わらない可能性が考えられた。 

 

 

図－１ 採餌環境、人為的な影響範囲の分布 

（斐伊川‗距離標から半径 2㎞以内） 

 

図－２ 距離標ごとの総合評価 

（斐伊川‗距離標から半径 2㎞以内） 

 

２－３ 沿川アカマツ林のコウノトリの営巣環境

としてのポテンシャルの検証 

河川沿いのコウノトリの営巣環境要素（アカマツ林）

を基点に、その周囲の行動圏内（2km 以内）３)の営巣

（アカマツ林）、採餌環境要素（水田・湿地）の面積を

GIS 上で集計し、生息適地を抽出した。 

円山川で実際にコウノトリに使われている 12 の巣

塔を中心とした半径 2㎞以内にある採餌、営巣環境要

素の面積を算出し、その中から最小のものを基準に、

採餌環境要素の面積が 121.7ha（9.7%）、営巣環境要素

の面積が 38.8ha（3.1%）以上ある場合に生息適地とし

た。 

円山川で分析した結果では、上記の条件に合致する

環境は、豊岡市街や下流の山付き箇所を除き、直轄区

間のほぼ全域にわたって分布することが確認できた。 

 

 

 

 

図－３ 生息適地となる営巣環境（濃い緑）の分布 

（円山川） 

 

３． おわりに 

今回、試行したマガン、コウノトリを対象とした生

息環境ポテンシャルの定量化の検討では、河川環境を

含む行動圏内を基本の対象範囲として、採餌、ねぐら、

営巣環境となる環境要素を抽出し、主にそれらの面積

の大小によって評価し、その結果を地図上で表現した。 

今回の検討では、実際の生物の生息状況との比較検

証が十分でないため、今後、実際の生息状況と比較検

証し、生息適地の条件を最適化していくことで、精度

の向上を図っていく必要がある。 
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